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別紙様式第１　様式２ ①

（令和６年度補正分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

自治体名 福島県石川町

本事業の担当部局名 企画商工課協働推進係

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 174,750 0 0 0 

対象経費支出予定額 0 0 174,750 0 0 0 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0 

区分 委託料 使用料及び賃借料 備品購入費 負担金 補助金 計

総事業費 100,000 0 0 0 0 274,750 

対象経費支出予定額 100,000 0 0 0 0 274,750 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0 

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

＜本個別事業の位置付け＞

事業メニュー ライフデザイン・結婚支援重点推進事業

区分 一般メニュー

関連事業メニュー 1_1_2 結婚支援ボランティア等に関する取組

個別事業名 石川町結婚サポーター支援事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

実施期間 令和7年4月1日 ～ 令和8年3月31日 事業開始年度 令和3年度

総事業費（Ａ）（円） 274,750 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 274,750 

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

274,750 

石川町では、理想の相手と巡り合えないことや結婚・出産時に係る経済的負担を背景に婚姻件数及び出生数が減少傾向
にある。
これらの減少に歯止めをかけるべく、過年度に引き続き、出会いの機会創出から結婚に至るまでのサポート及び結婚・出
産時における経済的支援を継続する。

結婚希望者への出会いの場の提供や婚活に必要なスキルを助言等の支援を行う。また、サポーターに婚活イベントを企画
していただき、出会いの場を創出する。

番号 項目 内容

1

結婚サポーターによ
る支援

　結婚サポーターは石川町及びふくしま結婚・子育て応援センターの研修を受講し、自身のスキルアップを図る
とともに、県内の世話やき人と連携し、情報交換を行うことで、独身者を引き合わせるきっかけの場を作り、独自
にマッチング活動を行う。
　カップリング成立後も、必要に応じて引き続き相談に乗り、良好な関係が継続し、成婚に至るよう適度なフォ
ローを行う。

2

結婚サポーターの活
動支援

石川町に居住又は石川町で仕事をしており、熱意をもって独身男女の結婚のために活動できる方を、「石川町
結婚サポーター」として登録し、以下の支援を行う。
○研修：結婚サポートに対する基礎的な知識、先進事例、実務的な活動方法等を学習するための研修会を開
催（年2回）。１回目の研修で学んだことを日々の支援の中で実践し、２回目の研修で振り返りを行うなど、より深
い学びとなるような研修を行う。
　研修会の講師として想定しているのは、結婚サポーター向けセミナーの講師を務めたり、婚活イベントに登壇
したりするなど、様々な自治体で多数の婚活支援の実績を持つ方である。婚活支援のノウハウを有する方へ研
修を委託し、質の高い研修を行うことで、結婚支援スキルの高い結婚サポーターを養成する。
○交通費：結婚サポーターとしての活動及び研修のための移動に要したガソリン代を支給
○報奨金：サポーターの活動により成婚に至った場合、成功報酬を支給（1組当たり5万円）
○連絡会議：結婚サポーター自身がサポートしている独身者の進捗状況やサポーター自身の活動状況をサ
ポーター全体及び役場担当者内で共有するための連絡会議を定期的に開催する。
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＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

合計特殊出生率 1.8（R10年度） 1.46(R元年度)
転出超過数 110（R10年度） 137

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 0.97(R5年度）
婚姻件数 件 30（R5年度）
婚姻率 2.1(R5年度）

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

（アウトプット）

① 結婚サポーターへ登録者数 人 15 11（R7.1.1時点）
② 結婚サポーター研修参加人数 人 5 3（R7.1.1時点）
③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％ - -
② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ - -
③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ - -
④ 結婚サポーターの支援による満足度 ％ 50 0（R7.1.1時点）
⑤ 結婚サポーターへの相談者数 人 3 0（R71.1時点）
⑥

⑦

⑧

3

結婚サポーターの掘
り起こし

○結婚サポーター事業の町民の認知度を向上させるため、広報紙に定期的（年４回程度）に掲載する。
○自治センター（公共施設、地域事業及び生涯学習事業等を実施）において地域で結婚サポーターに興味のあ
りそうな方、お世話焼き活動をしていた方等の情報収集活動を行う。
○結婚サポーター募集の案内と申込書が一体となったチラシを作成し配架するとともに、各イベント時に広報を
行う。

・結婚サポーターへの登録人数が増えてきたため、情報交換会を定期的に開催する。
・情報周知に取り組み、結婚サポーターの登録者を増やす。

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

参考指標
※全事業共通

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標


